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地域の実情に応じた、移動手段の確保に向けた取組を推進する
ため、公共ライドシェア等を導入する市町村を支援する。

（補助対象経費例）
①住民ドライバーを確保するため支給する奨励金、支度金
②公共ライドシェア等に使用する車両等購入費用及び
住民の自家用車の車両整備に要する経費、安全講習費用

③利便性又は持続可能性を高める運送サービスシステム、
ドライバーの運行管理等を行うために必要な
遠隔点呼の機器・システム等の導入費用

④運行開始にあたって必要な計画調査費用、消耗品及び備品購入費用

■ 補助額（上限）：１市町村につき、1,000千円
■ 補助率：１／２以内

（県予算事業） 
公共ライドシェア等導入推進事業（R7新規）

■ 補助対象：市町村
■ 対象経費：公共ライドシェア等の導入にあたり市町村が負担した

以下の経費



                      

令 和 7 年 ４ 月 １ １ 日 
総 合 政 策 局 地 域 交 通 課 
総 合 政 策 局 モ ビ リ テ ィ サ ー ビ ス 推 進 課 

 
「交通空白」解消に向けたパイロット・プロジェクト 

第 2 弾を公表します！ 
～「交通空白」解消・官民連携プラットフォームの取組について～ 

 
 
 
 

 
「交通空白」解消に向けたパイロット・プロジェクトは、「交通空白」解消・官民連携プラットフォームのもと、

自治体や交通事業者が抱える交通空白に係る共通のお困りごとについて、全国各地での一斉解消を目指
し、参加企業・団体と自治体や交通事業者が本気で取り組む先導的実証事業として実施するものです。
令和７年度では、５分野（※別紙参照）を重点テーマに、実証事業（順次公表）を展開し、このたび、
第２弾プロジェクトとして、以下の４案件を決定したので、お知らせいたします。各事業の課題や成果を広く
共有しながら、全国展開を推進します。 
 

「交通空白」解消に向けたパイロット・プロジェクト（第２弾） 
03 ナショナル・リソースを活用した共創（連携・協働）の推進 

① ヘルスケア MaaS の社会実装プロジェクト 

04 観光二次交通や情報発信の充実 

② 観光地におけるタクシーへのアクセス改善プロジェクト 

③ 空港から観光地への接続強化 

05 喫緊の特定課題への対応 

④ タクシーと公共ライドシェアの共同運営 
 

※ 各分野におけるプロジェクトは順次案件公表予定です。 
※ 各プロジェクトの詳細については補足資料に記載しております。 

 

官民の総力をあげて「交通空白」解消に向けた取り組みを推進する「交通空白」解消・官民連携 
プラットフォームの取組として、「交通空白」解消に向けたパイロット・プロジェクト第２弾を公表します。 

＜問合せ先＞ 
【全体について】 
総合政策局 地域交通課 板垣、菊地、春見、阿南、阿部 
TEL：03-5253-8111（内線 54-817）、03-5253-8987（直通） 
【プロジェクト①～④】 
総合政策局 モビリティサービス推進課 内山、東海林、水田、秋葉、志賀、松本 
TEL：03-5253-8111（内線 54-904）、03-5253-8980（直通） 

 




	11_参考資料_02_県予算事業（公共ライドシェア導入支援事業）2.pdfから挿入したしおり
	スライド 1: 県 予算事業について
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5


